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2広報せきかわ　2011・５月号�

　
村
内
で
火
災
が
発
生
し
た
と
き
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
が
必
要
な
と

き
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍

し
て
い
る
消
防
団
。�

　
団
員
は
普
段
仕
事
を
し
な
が
ら
、

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の
村
を

守
る
た
め
に
消
防
団
の
一
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
今
月
は
、
村
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
消

防
団
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。�

�

「
消
防
士
」
と
「
消
防
団
」
の�

違
い
…
知
っ
て
い
ま
す
か
？�

�

　
消
防
士
は
、
市
町
村
の
消
防
本

部
や
一
部
事
務
組
合
に
勤
務
し
て

い
る
地
方
公
務
員
の
こ
と
で
す
。�

　
消
防
団
は
、
自
営
業
・
会
社
勤

務
な
ど
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
、
火
災
な
ど
が
起
き
る
と
現
場

で
消
火
活
動
な
ど
を
行
う
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
存
在
で
す
。�

�

消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す�

�

　
消
防
団
は
、
災
害
時
は
も
ち
ろ

ん
、
災
害
時
以
外
で
も
次
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

◆
災
害
時�

　
消
火
活
動
、
行
方
不
明
者
の
捜

索
な
ど�

◆
災
害
時
以
外�

　
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
火
災
予
防

運
動
、
ポ
ン
プ
点
検
な
ど�

僕
ら
の
村
を
守
っ
て
い
る
四
百
十
人
の
団
員
た
ち�

今
月
の
特
集
は
「
関
川
村
消
防
団
」�

４月　　●春の火災予防運動�

　　　　　各分団が地区内を巡回し、

　　　　　火災予防について注意を

　　　　　呼びかけます�

　　　　●ポンプ操法競技大会に向

　　　　　けて練習開始�

�

５月　　●春季消防演習およびポン

　　　　　プ操法競技大会�

　　　　　約１か月間に渡って練習

　　　　　を重ねてきた成果を披露

　　　　　します�

�

６月　　●荒川水防訓練�

　　　　●郡市操法競技大会�

　　　　　優勝すると夏に行われる

　　　　　県大会へ出場�

�

９月　　●秋季消防演習および定例

　　　　　表彰式�

�

１月　　●出初め式�
�
�
　これ以外にも、各分団では定期的
にポンプの点検を実施するなど、い
つでも出動できるよう準備を整えて
います。�

主な消防団活動�



3 広報せきかわ　2011・５月号�

　
市
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
っ
て

女
川
村
と
関
谷
村
が
昭
和
二
十
九

年
八
月
一
日
に
合
併
し
、
関
川
村

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
年
、「
関

川
村
消
防
団
条
例
」
が
公
布
さ
れ
、

関
川
村
消
防
団
が
発
足
。
当
初
は

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
、
手
引

き
ポ
ン
プ
二
十
四
台
、
腕
用
ポ
ン

プ
二
十
一
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。�

　
組
織
は
十
九
分
団
、
千
五
十
七

人
の
団
員
で
構
成
。
そ
の
後
、
昭

和
四
十
二
年
に
分
団
統
合
を
行
い
、

一
本
部
（
役
場
内
）
、
七
分
団
に

編
成
替
え
を
し
、
十
九
部
、
団
員

数
七
百
三
十
七
人
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
三
台
、
手
引
き
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
十
二
台
、
可
搬
式
小
型
動

力
ポ
ン
プ
三
十
六
台
の
体
制
と
な

り
ま
し
た
。�

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
に
は
、
岩

船
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
の
発

足
に
伴
い
、
役
場
内
に
設
置
し
て

い
た
本
部
は
解
消
さ
れ
、
七
分
団
、

十
九
部
、
団
員
数
五
百
七
十
三
人
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
三
台
、
可
搬

式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
四
十
八
台
の

体
制
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
昭
和
六
十
四
年
に
組
織

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
七
分
団
十

七
部
編
成
、
定
員
四
百
六
十
八
人

と
な
り
ま
し
た
。�

　
今
で
こ
そ
、
火
災
な
ど
の
災

害
は
広
報
無
線
を
通
じ
て
村
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
昭
和
六
十
年
代
頃
ま

で
は
、
各
分
団
ご
と
に
「
は
ん

し
ょ
う
」
を
使
っ
て
地
区
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
。�

　
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
「
は

ん
し
ょ
う
」
の
た
た
き
方
ま
で

違
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
的
確
な
情
報
を

伝
え
る
た
め
に
使
い
分
け
て
い

た
の
で
す
ね
。�

関
川
村
消
防
団
の
歴
史�

　
発
足
は
昭
和
二
十
九
年�

�
消
防
信
号�

　
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
た
た
き�

　
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分�

　
か
り
ま
す�

�
は
ん
し
ょ
う
（
半
鐘
）�

�
消
防
団
と
い
え
ば
…�

　
こ
の
「
刺
子
は
っ
ぴ
」�

�
一
昨
年
の
秋
季
消
防
演
習�

　
で
行
っ
た
放
水
訓
練
の
よ�

　
う
す�

�
写
真
は
、
昭
和
四
十
五
年
当
時
の
第
二�

　
分
団
第
一
部
（
上
関
）
の
写
真
。�

　
出
初
め
式
の
と
き
に
撮
影
し
た
貴
重
な�

　
写
真
で
す
。�

　
　【
写
真
提
供
・
伊
藤
�
八
さ
ん（
上
関
）】�

�
現
在
は
、
第
二
分
団
の
一
台�

　
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す�

�
現
在
、
村
内
で
十
六
台
の
積�

　
載
車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す�


